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第１章 調査団の概要 
 

１－１ 経緯と目的  

2009 年 1 月より実施予定の技プロ「ハサヌディン大学工学部強化計画プロジェクト」は、既

に実施中である円借款プロジェクト「ハサヌディン大学工学部整備事業」との一体的実施の案件

として位置づけられ、双方の事業の一体的実施が期待される。2008 年 3 月の第一次事前評価調

査に引き続き、以下の目的のもと、7 月 30 日～8 月 31 日の日程で第二次事前評価調査を実施す

る。 

第一次事前評価調査にて確認された以下の基本コンセプトに基づき PDM、PO の内容を固め、

協議結果を M/M に添付する。 

・工学部の教育研究体制整備では、教育能力の向上を優先的に行う。 

・（日本の）研究室ベースの教育研究体制を工学部に適用する。  

また、プロジェクト開始の準備として、学科別協議を通じて、プロジェクト開始後の技術協力

の内容に係る各学科の教育研究体制の改善に向けた計画(案)、実施の基盤となる研究室ベースの

教育研究体制の導入計画(案)を策定する。  

その他必要に応じて、円借款プロジェクトで実施される、施設の詳細設計、各学科の機材選定、

フェローシップ(リサーチプログラム)の内容を含む研修計画(案)について、UNHAS 側への助言、

コンサルタントとの意見交換を実施する。 
 

１－２ 調査団構成・行程・主要面談者 

 

１－２－１ 調査団構成 

・調査団員（敬称略） 

総括 JICA 国際協力専門員 堤 和男 

高等教育 インドネシア共和国 高等教育総局長 Dr. Satryo S. 

Soemantri 

工学教育（建築学科） 九州大学新キャンパス計画推進室 教授 坂井 猛 

工学教育（土木学科） 九州大学工学研究院環境都市部門 教授 小松 利光 

工学教育（地質学科） 九州大学工学研究院地球資源システム工学部門  

准教授 

今井 亮 

 

工学教育 

（電気・電子学科） 

豊橋技術科学大学電気電子工学系 教授 長尾 雅行 

工学教育（機械学科） 豊橋技術科学大学機械システム工学系 准教授 柳田 秀紀 

工学教育（海洋学科） 広島大学大学院国際協力研究科開発科学専攻 教授 山下 隆男 

工学教育（海洋学科） 広島大学大学院国際協力研究科開発科学専攻 教授 安川 宏紀 

協力企画 九州大学国際交流推進室 特任教授  飯島 聰 

協力企画  JICA 人間開発部 職員 奥本 将勝 
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以下、現地インドネシアから参加。 

・JICA マカッサル・フィールドオフィス 副総括 徳丸 周志  

プログラムオフィサー Ida Gosal selaku  
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１－２－３ 主要面談者 

（１）国民教育省高等教育総局（DGHE, Ministry of National Education）： 

局長 Fasil Jajal  

（２）UNHAS 関係者： 

・学長 Prof. Dr. dr. Idrus A. Paturusi 

・副学長（学術担当） Prof. Dr. Dadang Surya Miharja 

・副学長（開発、計画、協力担当） Dr. Dwia Aries Tina P., MA 

（３）UNHAS 工学部関係者： 

・副学部長 Wahyu Piarah 

・電気･電子学科長 Project Implementation Unit (PIU) Head（技術協力プロジェクト担当） 

Dr. Ir.Zahir Zainuddin  

・土木学科教員 Project Implementation Unit (PIU) Head （円借款プロジェクト担当) 

Dr. Ir. Rudy Djamaluddin  

（４）円借款プロジェクト（施設・機材選定）に関するコンサルティングサービス実施コンサルタ

ント： 

（株）オリエンタルコンサルタンツ   

・宮武 一弘 氏 

・黄 國鳳 氏 

（５）在インドネシア日本大使館： 野口 健 一等書記官 

 （６）JBIC ジャカルタ駐在員事務所： 谷本 信賢 駐在員 

 （７）JICA インドネシア事務所： 

・坂本 隆  所長 

・富谷 喜一 次長 

・割石 俊介 所員 
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第２章 調査結果 
 
ハサヌディン大学と LBE の定義を含む、技術協力プロジェクトの内容について協議した。協議結

果に基づき、3 月 13 日(木)に、ハサヌディン大学 Idrus A. Paturusi 学長 と堤団長の間で、協議結

果につき M/M を締結した。M/M の詳細は付属資料 1 を参照のこと。調査結果の概要は以下のとお

り。 

 

２－１ LBE 導入に向けた協議 

工学部の教育研究体制の整備に向け、研究室ベースの教育研究体制の具体的な導入方法について協

議した。 

8 月 3 日には工学部の教員に対してのワークショップ「Workshop on Lab-Based Education」を行い、

UNHAS 工学部側から LBE 導入に向けた方針を発表した。詳細については、付属資料 2. ワークショ

ップ“Workshop on Lab-Based Education Sharing”資料を参照のこと。 

調査団は全工学部教員が「LBE」にかかる共通の理解を深める必要があると判断し、バンドン工科

大学にて LBE 導入の経験を持つサトリオ団員も発表を行った。付属資料 3. サトリオ団員作成 LBE

発表資料を参照のこと。 

その後、M/M では以下のとおり LBE における Laboratory の定義を表記し、その他導入計画等を添

付した。付属資料 1. ミニッツの ANNEX 2、ANNEX 4 を参照のこと。 

Laboratory： 

Research infrastructure consisting of faculty members, undergraduate and Graduate Students, and 

facilities targeting specified education subject and research topics 

なお、7 月 22 日にバンドン工科大学にて、日本トインドネシアの他大学の研究室ベースの教育研

究体制に関するワークショップを実施した。UNHAS 工学部からも数名の教員が参加し、同システム

の在り方について理解した。 

 

２－２ 具体的な協力計画・方法・内容 

 

２－２－１ PDM の内容、PO 策定に関する協議  

UNHAS 工学部に事前配布する PDM に基づき、成果、活動、評価指標について変更・修正した。カ

リキュラム、シラバスの作成・改訂、教育サイクルの導入については、教育研究体制の基盤整備に必

須と考える。なお、各 6 学科の現状は異なるため、PDM は学科の違いに柔軟に対応可能とした。 

PDM における Project Purpose においては、「東北インドネシア地域(主にスラウェシ 6 州)」に焦点

を当て、UNHAS 工学部の地域の持続的開発に資する人材輩出を目的とし、終了後 5 年後を目安とす

る Overall Goal では、「東部インドネシア地域」の拠点大学の一つになることを目指す。概要は以下

のとおり。 

（１）プロジェクト目標 

東北インドネシア地域の持続的な開発に役立つ人材を輩出するために、UNHAS 工学部の教育・
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研究基盤が強化される。 

（２）成果  

・工学部における教育が実践/研究を重視した教育になる。 

・研究活動を通じた教員の教育研究能力が向上する(主に LBE の導入)。 

・東北インドネシア地域の持続的な開発のニーズに合致したカリキュラムとシラバスに基づく教

育が行われる。 

・工学部において教育サイクルを導入し、内容や教材を改善する。 

・東北インドネシア地域の工学系機関のコンソーシアムが形成され、UNHAS 工学部がコンソーシ

アムの中心となる。 

・工学部の適切な運営に必要な計画管理能力が向上する(主に学部運営機能の向上) 。 

PO については、フェローシップによる教員の留学、研修参加時期を十分に勘案した上で、PDM 

で策定された活動内容に基づき、3 年間の協力期間における各活動の実施時期を確定した。 

  PDM、PO の詳細については付属資料 1. ミニッツの ANNEX 4、ANNEX 5 を参照のこと。 

 

２－２－２  技術協力の投入内容に関する協議 

前回調査にて確認された日本側投入は、チーフアドバイザー、業務調整を務める長期専門家と各 6

学科に派遣する短期専門家である。 

 以下の項目を確認し、ほぼ内容の変更なく合意に至った。詳細は付属資料 1. のミニッツを参照の

こと。 

・専門家派遣時期、活動内容（Terms of Reference）。 

・研究室の活動に係るセミナー、現地調査の実施支援等、UNHAS 工学部が行う活動費用 

・UNHAS 工学部側の実施体制（Project Manager、教員参画体制、執務スペースなど）。特に PIU の

プロジェクト開始後の体制について確認。 

・UNHAS 工学部側の投入。電話代、水道代、光熱費、車両利用(専門家通勤用・フィールド調査用、

ガソリン代含む)、ドライバー雇用費用負担、インターネット設置・使用費用など。 

  
２－２－３ 技術協力プロジェクト実施に向けた今後の予定 

2009 年 1 月からのプロジェクト開始(3 年間)を目指し、協力計画の詳細を詰め事前評価表を作成し

たうえで、11 月上旬に R/D を署名する予定。なお、調査団に参団した九州大学、広島大学、豊橋技

術科学大学に、インドネシアにおける高等教育事業を実施中の熊本大学（スラバヤ工科大学情報技術

高等人材育成計画を実施）を含め、4 大学から構成される国内支援委員会を設置する予定。R/D 署名

前後に第 1 回委員会を実施する。 

 

２－３ 円借款プロジェクトとの一体的実施 

 

２－３－１ 短期フェローシップ(リサーチプログラム)における研修計画・内容に係る助言 

 円借款プロジェクトとしてフェローシッププログラムを以下 3 形態で実施している。 
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（１）本邦大学との共同研究のための短期リサーチプログラム：6 ヵ月の期間にて 3 バッチ、28

人程度を派遣予定。 

（２）本邦長期研修：博士過程に 26 人程度を 2 バッチに分けて派遣予定。2008 年 9 月より研究員

として、第 1 バッチの教員が国内留学先へ派遣。 

（３）インドネシア国内：博士課程に 28 人程度を 2 バッチに分けて予定。バンドン工科大学、ス

ラバヤ工科大学等に派遣。 

短期リサーチプログラムにおいては、技プロにおける専門家派遣と関連付け、以下の方針にて、研

究能力向上を目的とした研修を実施することとし、UNHAS 側との共通理解を得た。詳細は、付属資

料 4. 円借款プロジェクト短期リサーチフェローシップにかかる協議資料を参照のこと。 

・日本の大学との共同研究の可能性の検討すること。 

・研究室中心教育のノウハウを確認すること。 

・帰国後、学科内の他教員と研修成果につき共有すること。 

なお、短期リサーチプログラムにおいては、派遣者が過去に博士号を取得している者及び過去に日

本に留学経験のある者とされるため、幅広く派遣者を選定できるような制度に改善するよう UNHAS

側に提案した。 

また、2008 年 10 月に予定している短期リサーチプログラムの第 1 バッチの派遣予定者との話し合

いを通じて、研修内容についての助言を行った。本邦研修先が決定していなかった派遣予定者につい

ては、研修先について調査団員である本邦教員が受け入れを行うことを提案したり、所属する大学に

受け入れ先を照会したりするなど、派遣に向けての助言、サポートを行った。 

なお、第 2 バッチの派遣につき、2009 年 3 月専門家派遣時に候補者への本邦研修先等にて助言を

行う予定。 

 
２－３－２ 機材選定の助言 

土木・建築学科以外は選定機材リストの最終化は本調査後と想定されるため、工学部側の求めに応

じつつ、引き続き選定について助言を行った。特に海洋学科の新規購入機材リストに含まれている曳

航水槽（Towing Tank)については、2008 年 3 月の「東北インドネシア産業人材育成計画」第一次事前

調査の際に参団した肥後団員より、調査後、以下の指摘があった。 

（１） Towing Tank 全体で USD1,500,000 (約 1 億 5000 万円)の購入費用がかかるが、海洋工学学科

の教育研究計画が明らかになっておらず、同機材の必要性に疑問が残る。購入の場合、海

洋工学学科の新規機材全体は 5 億円を予定しており、そのうちの 3 分の 1 近くを占めるこ

とになる。 

（２） Towing Tank の付属施設である水質浄化装置について、コスト軽減のために購入機材リス

トから除かれているが、もしこれを必要なしとハサヌディン大学工学部教員が判断してい

る場合、Towing Tank を設置し維持管理することの意味を理解していないと思われる。 

（３） Towing Tankは精密機器であり、Towing Tankでは一度水を入れた後は排水しない。理由は、

排水することによって精密さが保たれないからである。水質を保つためは、Towing Tank

は日光の当たらない建物の中に作る必要性がある(藻などの生物繁殖を防ぐため)。このよ
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うな配慮をしても水が汚れることは防げないので，フィルターなどで水を循環ろ過させる

水質維持装置はどうしても必要になる（第一次事前評価時に工学部側に説明済み）。 

このような状況から、同学科教員は維持管理の困難さを理解していない可能性があり、本格的な

Towing Tank を持つ意義を十分に理解していないと判断せざるを得ない。 

今後予想される問題としては、以下 3 点が挙げられる。 

（１）海洋学科は、学科の教員の能力以上の規模の Towing Tank を持ったとしても、研究・教育両面

で適切に活用をすることができないことが予想される。 

（２）適切な維持管理を行う教員・スタッフが在籍しておらず、精密機器である Towing Tank は早期

に機能を失うことも予想される。 

（３）現在想定の Towing Tank は、海洋学科の新規機材の予算の大部分を占めることから、海洋学科

の教育・研究の充実に必要となる他の機材の調達が困難となることが予想される。 

なお、現地機材担当コンサルタントの報告（2008 年 5 月現在）では、Towing tank に関しては、当

初のサイズ(130mLx6mWx4mD)にハサヌディン大学側は執着している。このサイズは国際基準とのこ

と。海洋学科の新規機材全体の見積もりでは 5 億円を超えており、予算を 1 億円以上オーバーしてい

る。従って、現在海外のメーカーを含め、コスト減の提案を依頼中であるとのことである。 

肥後教授の指摘とコンサルタントの情報共有に基づき、調査時に小規模(現在ハサヌディン大学が

所有している程度の 50m～60m の長さ)の Towing Tank にすることを検討し、大学側に改めて以下の

とおりに学内で調整・検討を行い、機材選定の最終決定を工学部が行うよう助言した。 

（１）Towing Tank を小規模にすること。 

（２）水質浄化装置を購入すること。 

（３）定期的に Towing Tank の維持管理を行うためのルールの策定、調整コストの計上をすること。 

最終的に、調査期間中の協議に飯島団員、山下団員、安川団員が参加し助言を行い、後日予算内で

規模を小さくすることについて工学部内で一定の結論が得られた。 

その他、機材リストを作成中の機械、電気・電子、地質、海洋学科は見積もり段階では予算を超過

していたため、調査団員から機材リスト修正の助言を行った。 

 

２－３－３ 施設建設に関する助言 

 UNHAS 側の許可に基づく形で、調査の前に円借款プロジェクトの施設建設に関するコンサルタン

トの情報提供を受けた。提供された情報に対して、坂井団員、サトリオ団員からメールでのやり取り

を通じて、以下の項目について質問・助言を行った。 

・全体デザインにかかる建築学科教員の意見の調整 

・災害の拠点となった際の対応 

・実験室の間取りと機材の配置 

・キャンパスのオープンスペースの確保 

・周辺地域の開発の関係性(将来、JICAが実施する技術協力プロジェクト「南スラウェシ州マミナ

サタ広域都市圏環境配慮型都市開発促進プロジェクト」との連携が期待される。) 

・各教室への 2 つのドアの設置 
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２－４ 学科別協議結果 

前回の調査で収集した情報に基づき、各 6 学科において本邦大学教員との学科別協議を実施した。

教育体制(カリキュラム、シラバス等、授業実施・評価)の状況を把握し、問題点・課題を確認、共有

した。また、教育研究体制の改善についても協議を行い、プロジェクト期間中の活動計画を検討した。

さらに、研究面については、日本の大学との共同研究の可能性について検討した。詳細については、

参考資料の学科別協議の結果を参照のこと。 

 

２－５ 総括所感 

堤総括が作成した調査所感は以下のとおり。 

第 2 回の事前調査は技術協力プロジェクトの目的・必要性・枠組みなどをカウンターパートと議論

しながら PDM、PO、R/D のドラフトを作成し，UNHAS 側とミニッツを調印することを目的とした。

団員は JICA チームとしてサトリオ博士（前インドネシア高等教育総局長）、奥本将勝 JICA 職員、筆

者、そして日本人教員チームとして 8 人（九州大学 4 人・広島大学 2 人・豊橋技術科学大学 2 人）の

総勢 11 人（九大の 1 人は後で参加）である。 

本年 3 月に行った第１回の事前調査の際には、UNHAS が「研究大学」へ将来進むには LBE の導

入、つまり講座（研究室）のような「研究グループ」を永続的に形成し、すべての学生を所属させて

グループでの教育研究体制を構築する必要性を述べた。今回はさらにその概念を詳細に議論した。日

本で修士・博士号を取得した教員が 10 数名いるので LBE の概念は伝わっていたと思っていたが，現

実は「Laboratory」という表現の多様性でいまだにかなりの誤解があることが明確になった。8 月 3

日（日）に「Workshop on Lab-based Education」を開催し、調査チーム全員と UNHAS 側約 40 名が参

加した。7 月に AUN /SEED-Net プロジェクトの地域会議に併せてバンドンで行われた同種のワーク

ショップの報告を副工学部長が発表し、学科長、教員、調査チームメンバーによる意見交換が行われ

た。現実に UNHAS 工学部は多くの学科で学部学生の卒業研究（4 年後期）はいわゆる「研究室」に

入って行うが、テーマの設定が学生自身で行われたり、同じ指導教員のもとで研究を行っている修士

学生でも学部学生との接点は全くないというような状態で、同じ指導者のもとでの「Family」を形成

するような組織にはなっていない。あるいは、LBE の導入には「予算」が不足しているとか、何か

特別な新組織を作るような考えを有している面もあった。 

その後の各教員との個別会議などで、誤解をなくすために LBE の「L」の定義として「Research 

infrastructure consisting of faculty members, undergraduate and graduate students, and facilities targeting 

specified education subject and research topics」にすることとした。 

PDM のエッセンスは、以下の点である。 

① 実践教育を目指したカリキュラムの導入 

② LBE の導入 

③ 地域ニーズの把握と教育・研究へのフィードバック 

④ 地域大学コンソーシアムの確立 
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① は日本の工学教育の特質である「実践」を重視した教育により企業・地域に貢献できる人材を養

成しようとするものである。UNHAS ではすでに「実験」の割合がかなり高い教育を行っており、

③と併せてそれを更にニーズに合う教育にしようと意図している。 

② は前述のように LBE の導入で教育研究の能率化と研究大学への移行を目指すものである。現実

にはほとんど研究活動を行っていない教員（したがって研究費もほとんど有していない）もかな

りの割合でいる（研究を行っている割合は学科によりバラツキがあるが 10～30％）ので、全体で

の LBE 導入は難しいであろう。 

③ については副学長（－1、－4）との会合において教員が発言していたが、UNHAS に対して企業

からの信頼がないため産学連携が進んでいないのが現状である。これを打破するためには、企業

あるいは地域のニーズ調査を積極的に行うこと、および大学の研究成果を公開する機会を定期的

に設けること、などを Activity に加えた。 

④ 「UNHAS が東部インドネシアの中核拠点（Center of Excellence: COE）の一つになる」という

「Overall Goal」を達成するためには、先ずは東北部インドネシアに UNHAS を核にしたコンソー

シアムを形成し、教育・研究連携の中心的活動をすることが重要であるという認識のもとでの活

動が④である。 

 PO については PDM の Activity についてなるべく柔軟性を持たせながらも、プロジェクト期間内に

十分な成果が出るよう作成した。 

 日本人教員チームは各学科に分かれて、前回に引き続く円ローン調達備品の選定の妥当性の評価の

ほかに、教育研究の現状についての把握を行った。授業プログラムの内容・評価，時間割、教員割り

振り、カリキュラムの内容、シラバスなどについて、現状と改良すべき点の検討を行った。これらの

分析はプロジェクト開始後に短期専門家として派遣される日本人教員の派遣計画、活動様式、活動内

容、派遣時期などにフィードバックすることで、プロジェクトの活動が円滑に行われるはずである。

また、調査期間中に全教員が主として円ローンにより日本への「博士課程学生」として派遣の決まっ

ている 12 名の教員を相手に「日本の大学の現状」「研究の話題」などの講演、およびサトリオ氏によ

る「日本およびバンドン工科大学での LBE」についての講演が行われた。かなり活発な質疑応答が

あり、派遣者の意気込みがうかがえる。シニア教官の一部には受動的で旧態依然の傾向があり若手教

員のプロジェクトへの取り組みの阻害になる可能性を危惧したが、こういう若手教員が育っていくこ

とで全体の底上げが起こりプロジェクトの成功要因となれば幸いである。また、教員達は円ローンに

より 6 ヵ月日本に派遣される候補者たちとのインタビューも行って意向調査をした。 

 最後になるが、円ローンによる教員派遣についての意見交換も行った。博士課程に入学する長期研

修生は正規学生として入学するので、入学試験への対応、入学時期の問題などが提起された。6 ヵ月

の短期研修生の日本での研修経費の問題がいまだに明確ではないことで身分の問題が不透明である。 

 

結論 

 昨年 8 月の視察、今年 3 月の第 1 回調査に来訪した時に較べて UNHAS 側の体制も改善され、一般

的には意欲の向上が明確である。特に、JICA チームとの会議に参加してくる教員が完全に若手主体

となり協議の進行が早かった。しかし、時間のルーズさとか会議中の中座など国民性といえいらいら
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することが多いのは相変わらずである。JICA 担当職員にとってもよい学習の機会だったと思われる。 

本プロジェクトは JICA/JBIC 統合後の両組織のプロジェクトが連携する最初の技術協力プロジェ

クトであり、注目度も高いはずである。しかしながら、連携といっても時期的制約から起こる問題点

の解決も重要である。円ローンによる施設・機材の完成・導入は第一バッチである「建築学科」「土

木学科」において 2010 年 9 月が予定され、他 4 学科はその半年後の完成・導入が予定されている。

予定通りになれば 2 学科はプロジェクトの後半 1 年半、他学科では 1 年間は新キャンパスでの活動に

なる。LBE の導入などはスペースの関係で新キャンパスでの対応が適当と思われるし、研究活動な

ども「装置なし」という名目で停滞しているので、プロジェクト前半は「教育活動」への支援が中心

になるであろう。日本人派遣の計画・タイミングも当然新キャンパスへの移転と密接な関係がある。 

心配なのは、新キャンパス予定地の古い建物の撤去が 3 月以降に全く進んでいなくて予定通りの施

設建設が開始されるかどうかである。遅れた場合の影響は甚大であるが、あり得ないことではない。 

 全体としてはミッションの目的は順調に達成され、8 月 7 日（水）に UNHAS 学長とのミニッツ調

印が無事に終了し学長から感謝の意が表明された。 
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２　ワークショップ “Workshop on Lab-Based Education Sharing” 資料

29 July 2008  

Workshop on Lab Based Education  

Date  : Sunday, 3 August 2008 
Time  : 14:00 – 17:00 
Venue  : Malino Room, Hotel Sahid Makassar 2nd Floor  
Participants : Total: 100 persons: 

Dean, Vice Dean, Head of Department (6), Secretary of Department (6), 
Head of Laboratory (44), Head of Study Program (11), PIU (6), Professor 
(22), JICA Study Team (10), JICA MFO (3). 

Time Agenda Remark

14:00-14:10 (10) Introduction JICA MFO or JICA Study Team 
MC: JICA Study Team

I. Experience of LBE Workshop in Bandung  by UNHAS 

14:10-14:40  (30) Presentation: Experience of LBE 
Workshop in Bandung  by UNHAS 

14:40-15:00 (20) Q & A and Coffee Break in the room 

Moderator: Dr. Rudy 
Djamaluddin ST, MEng (Lecturer, 
Civil Engineering Department) 

Presenter: Rafiuddin Syam ST, 
MT, PHd (Lecturer, Mechanical 
Engineering  Department)

II. Discussion on  Direction of Unhas’ LBE 

15:00-15:30  (30) Presentation: Unhas’ Definition of LBE

15:30-15:50 (20) Comment from JICA Study Team 

15:50-16:10 (20) Q & A 

Moderator: Dr. Rudy 
Djamaluddin ST, MEng  

Presenter:
Dr. Ing Ir. Wahyu H. Piarah, 
MSME (Vice Dean) and 
Dr. Ir. Zahir Zainuddin M.Sc. 
(Head, Electrical Engineering  
Department) 

III. Discussion on Implementation Structure 

16:10-16:30 (20) Discussion on Implementation 
Structure By UNHAS   

Moderator: Rudy Djamaluddin 
ST, MEng  

16:30-16:40 (10) Wrap up  
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1

1

Laboratory Based Education 
(EF-Unhas’ Definition )

By
Wahyu H Piarah

2

Education

• Unhas policy:  Teaching Learning
• Teaching method: teacher
• Learning method: student SCL (Student 

Centered Learning)
• Unhas target: 

• 20 %   --2008
• 50%    -- 2009
• 100 % -- 2010
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2

3

SCL Models
• Problem-Based Learning (PBL)
• Project-Based Learning (PjBL)
• Collaborative Learning (CbL)
• Experiential Learning (EL)
• Computer-Assisted Learning (CAL)
• Case Study (CS)
• Cooperative Learning (CL)
• Self-Directed Learning (SDL)
• Contextual Instruction (CI)
• Role-Play and Simulation
• Combine Model / Blending Model

LBE, appropriate to accomodate SCL

4

Laboratory
• Lab lay out 
• Facilities/equipment:  for education and researsch
• Management; 

– Organization
– Job description
– Facility : efficient and effective
– Administration

• Supporting staff: 
– Lecturer: Prof. and Ass. Prof.
– Technician
– Student: doctor, master and undergraduate

• Budget
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3

5

EF of Unhas’ Laboratory

• Room only for equipment and head of laboratory
• Equipment: only for demonstration; lack of 

researsch facilities
• Management: not well organized
• Supporting staff: 

– Head/Secretary of lab
– Technician: unskilled
– Assistant: S1 student

• Budget; ± Rp2jt /years/lab

6

Lab Organitation of EF
D E A N

V D IV D II V D III

DEPARTMENT DEPARTMENT DEPARTMENT

L A B * L A B * L A B *

A S S I S T A N T** A S S I S T A N T** A S S I S T A N T**

* and ** Helped by Technician



－116－

4

7

Lab work portion

14564222 ; 15,17Mining

14464227 ; 18,75Geology

15084616 ; 10,67Planology

15184644 ; 29,14Architecture

15164215 ; 10,42Electrical

14664414 ; 9,59Ocean 

14664314 ; 9,59Naval System

14464314 ; 9,72Naval Arch.

1444427 ; 4,86Industry

14444215 ; 10,42Mechanical

15144214 ; 9,27Civil 

(SKS)(SKS)(SKS)(SKS)(SKS ; %)

TotalFinal ProjectSociety WorkIndustrial WorkLab Work
Study Program

8

Conclusion

• LBE in EF of Unhas is necessity
• Curriculum must be change to “lab-based”

curriculum
• Lab management and organisation must 

be design for LBE 
• EF needs support to become LBE (from 

JICA)
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Comments
WS on Labo-Based Education 

by Takao YAMASHITA (IDEC, Hiroshima University),  August 5, 2008  

SCL is good system. But, it is for undergraduate education. 
Definition of “Laboratory“ is the research team that  consists of several students and 
lecturers.
Group of “Laboratory“ is the department.
Head of Laboratory is responsible to (1)research orientation, (2) getting fund, (3) teaching 
students and lecturers in the Labo. 
Head of Laboratory is mainly a Lecturer or Professor in UNHAS.  
Research in UNHAS should be responsible for needs in East Indonesia Region.
Research level should be increased with supports of overseas partner university, such as 
Japan’s university. 
To find the partner Laboratory in university is important for future progress. 
The partner university should be the source of fund, technology, research themes, visiting 
professors, and exchange students.
Research results can be sources of education in Graduate student level. 
Salary (from research fund), quality of education & research should be increased by LBE.
LBE have to get fund from DGHE.

S1-S2

Lecturers-S3

Head

Research
Technology

Collaboration & FUND: 
with Japan’s Univ.

Laboratory = research team

Class

Research
class

Research

Needs

In East 
Indonesi
a
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３　サトリオ団員 LBE発表資料

Laboratorium Based 
Education (LBE)

Satryo Soemantri B.
Visiting Professor

Toyohashi University of Technology, 
Japan

Objectives
• To improve the quality and relevance of 

engineering education
• To increase faculty members involvement 

in research
• To increase students involvement in 

laboratory
• To enhance ‘student centered learning’

process
• To increase faculty members vs students 

interaction
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Principles & Prerequisites

• Full time professors / lecturers at each 
laboratory

• Each student belongs to one laboratory
• Mentoring system where the senior 

students assist the junior students
• Laboratory is designed for problem based 

learning and / or case based learning
• Students work in a group or as a team 

(team work)

Principles & Prerequisites (2)

• Professors and lecturers act as facilitators 
and mediators

• LBE is conducted for the 3rd year student 
and above

• Availability of student working space / 
rooms / compartments within the 
laboratory

• Laboratory should be equipped with 
limited equipments / instrumentations, but 
mostly self-made and / or home-made by 
faculty-students
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Principles & Prerequisites (3)
• Closely related to the current research 

work / grant of the lecturers
• Student assessment in LBE should be 

based on the quality of the study result, 
team work, initiative, leadership, curiosity, 
knowledge, attitude, and ethics

• Student research groups should solve one 
case / project per semester

• Laboratory should be open as long as 
possible

Principles & Prerequisites (4)

• Technicians may be needed for the 
laboratory as supporting component but 
actually quality student could be asked for 
that on part time base

• Available access to scientific information 
such as journals, technical reports, codes 
& standards, references, manuals, etc

• Adequate computing facilities including 
basic software
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Principles & Prerequisites (5)

• If it is too expensive, then the facilities 
could be shared as common facilities

• Students and faculty members should be 
aware that resources are very limited

• Typical attitude of LBE is problem solving 
oriented, and oriented towards the actual 
problem in industry and community

LBE simulation for ‘X’ engineering department

• Number of students : 1000
• Number of faculty members : 50
• Number of laboratories : 10
• Number of students ( 3rd & 4th year) : 500
• Number of students working in each lab at 

each shift (there are 2 shifts) : 25
• Laboratory size : 5 faculty members , 25 

students, 5 major equipments / apparatus
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Laboratory layout

Faculty 
member 
room 1

Faculty 
member 
room 2

Faculty 
member 
room 3

Faculty 
member 
room 4

Faculty 
member 
room 5

Students
working 
room 1

Students
working 
room 2

Students
working 
room 3

Students
working 
room 4

Students
working 
room 5

Major 
equipment 1

Major 
equipment 2

Major 
equipment 3 Major 

equipment 4
Major 
equipment 5

Financing Schemes

• Each laboratory wins at least one research 
grant (Hibah Bersaing/Rusnas/dll) from 
Dikti/Ristek

• Each grant is Rp. 100 – 300 millions per 
year ( for 3 years)

• The research is conducted by the research 
group consists of faculty members and 
students

• Each laboratory should also obtain 
projects from industry
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Research Arrangement in the Laboratory

• The topic/theme of the research grant can 
be divided into several sub topic / sub 
theme

• Each of the sub topic / sub theme is 
conducted by the students research group 
led by the faculty member

• The outputs of the students research 
group activities can be in the form of 
skripsi (final year project) or master thesis

Research Arrangement in the Laboratory (2)

• The outputs from the researchers (faculty 
members) are scientific publications in the 
refereed journal

• The outputs from the laboratory can be in 
the form of patents, new inventions, etc.
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４　円借款プロジェクト短期リサーチフェローシップにかかる協議資料

18 August2008 
JICA Study Team 

Short Term Research Program to Japan (Fellowship Program) 

1. Contents of Short Term Research Program to Japan 
 1st Batch 6 persons (1 person from each department) 
 2nd Batch 10 persons 
 3rd Batch 10 persons 
 Total 26 persons 

 Period of stay in Japan: 6 months for each person 

2. Objectives of the Program 
(1) Short term research in the field interested by professor of UNHAS(*) 

 (*) Field of research need to be well based on development program of UNHAS (development 
needs of Eastern Indonesia and field of comparative advantage for UNHAS)  

(2)To have better understanding of Labo-based Research and Education System in Japan(*) 
and to consider how to introduce the system in UNHAS.

(*) How Japanese professors and students are forming ‘labo’ team and            
communicating each other. 

      How they are finding ideas of future research, finding solutions of problems they are 
facing.

      How Labo-based education is functioning in the team, how members of the team are 
sharing information and knowledge  

      How they are maintaining facilities and equipments for research activities etc. 
 One scientific publication jointly authored with the professor and the manual of 

Labo- based education best practice. 
    

the fellow returns to UNHAS and immediately implements Labo-based Education in the 
department and also provides Labo-based education workshop for other faculty members 
within the faculty. 

(3) To get advice from Japanese professor(s) with regard to curriculum of UNHAS

(4) To find ideas for future joint research program between UNHAS and Japanese universities
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(5) Establish close relationship between UNHAS and Japanese universities (including human 
relationship between both side) 
number of Japanese counterpart university is better to be limited 

3. Criteria for selecting appropriate candidates of the Program
(1) Has research mind to change UNHAS ‘culture’ and to create new atmosphere. 
(2)  Has research theme which will be carried out in Japan consistent to UNHAS strategic 
plan and which can be supported by Japanese university/professor. 

(3)  Has good communication capacity in (at least) English 

4. Other points
(1) Departure timing of first batch researchers to Japan should be flexible. 

 October 2008 is actual planned departure timing for 1st batch set by UNHAS side , but it 
is better not to stick too much on such timing, because it needs careful screening of 
candidates and enough preparation for study in Japan(including coordination with 
Japanese universities concerned) 

    
(2) Necessity for coordination between UNHAS and JICA side before deciding candidates of 

the short term fellowship program (in particular, 2nd and 3rd batch) 
JICA /Japanese professor side will give advice/assistance to UNHAS side taking account 

of Labo-based research/education aspect and will play intermediary role between 
candidates and Japanese universities 

(3) After completing short term program and coming back to Makassar, each researchers is 
requested to report their experience in Japanese universities to other professors, and to 
participate in review process work of new curriculum 

        
(End)
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５　収集資料
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学科別協議結果
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w
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